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組
合
員
の
皆
様
を
始
め
関
係
機
関
の
温
か
い
ご
支
援
の
も
と
、

長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
て
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
、
Ｊ
Ａ
を
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜

物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
20
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
、
合
併
直
後
平

成
19
年
に
発
生
し
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
を
背
景
と

し
た
世
界
的
金
融
危
機
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
出
来
事
は
、

Ｊ
Ａ
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
の
中
枢
で
あ
る
農
林
中
金
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
結
果
と

し
て
増
資
問
題
が
発
生
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
に

は
、
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
が
発
生
、
そ
の
後
全
国
各
地
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
畜
産
農
家
を
抱
え
る
当
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て

衝
撃
は
大
き
く
防
疫
危
機
管
理
体
制
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
た

年
で
す
。

　

平
成
23
年
に
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
こ
の
後
も
平
成
28
年

熊
本
地
震
や
記
憶
に
新
し
い
令
和
６
年
の
能
登
半
島
地
震
等
数
々

の
大
災
害
が
全
国
で
発
生
し
、
農
業
を
始
め
一
次
産
業
に
多
大
な

被
害
を
与
え
、
こ
れ
ら
は
未
だ
復
興
は
遠
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

貿
易
の
完
全
自
由
化
に
つ
な
が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
強
力
な
反
対
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
11
か
国
に
よ
り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」

が
国
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
２
次
安
倍
政
権
で
は
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

規
制
改
革
会
議
の
答
申
を
受
け
た
農
協
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

平
成
27
年
改
正
農
協
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
央
会

制
度
が
新
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
事
業

に
つ
い
て
大
幅
に
見
直
し
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
激
に
全
国
に
蔓
延
、「
緊

急
事
態
宣
言
」
も
出
さ
れ
る
中
、
日
常
生
活
を
大
き
く
変
え
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が

複
合
的
に
影
響
し
、
日
常
生
活
は
完
全
に
元
に
戻
っ
た
と
は
言
い

これからも皆様に寄り添うJAで
あり続けるために

長崎西彼農業協同組合
代表理事組合長
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20
周
年
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せ
て
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難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
そ
の
後
発
生
し
た
中
東
紛
争
も
あ
り
、
世
界
各
国
に
様
々
な

影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
我
が
国
は
急
激
な
物
価
高
に
見
舞

わ
れ
現
在
も
国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
実
態
を
み
て
み
ま
す
と
、
こ
の
20
年
間
で
正
組
合
員

数
は
約
41
％
減
少
し
、正
職
員
数
も
約
39
％
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
経
営
の
安
定
、
財
務
の
健
全
性
の
観
点
か
ら
、
合
併
当
時
、

支
店
・
出
張
所
・
営
業
所
と
し
て
52
あ
っ
た
店
舗
は
、
現
在
支
店

数
13
ま
で
集
約
し
、
そ
の
他
農
業
関
連
施
設
等
各
施
設
も
大
幅
に

集
約
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
集
約
を
進
め
る
一
方
で
は
新
金
融

店
舗
オ
ー
プ
ン
や
、
斎
場
の
建
設
等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
当
時
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
不
良
債
権
問
題
は
こ

の
20
年
間
で
完
全
に
払
拭
し
、
財
務
健
全
性
を
示
す
自
己
資
本
比

率
は
15
・
18
％
（
５
年
度
末
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一

方
で
各
事
業
の
低
迷
は
続
き
、
ど
の
よ
う
に
し
て
事
業
量
を
確
保

し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
20
年
間
の
出
来
事
や
20
年
の
Ｊ
Ａ
の
変
遷
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
を
含
め
Ｊ
Ａ
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

今
、
当
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
、
職
員
の
世
代
交
代
の
時
を
迎
え
て
お

り
、
次
世
代
へ
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
私
達
は
組
合
員
の
皆
様
や
利
用
者
の
皆
様
に
変
わ
ら
ず

信
頼
を
得
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
原
点
回
帰
」
し
て
、

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
す
る
組
織
で

あ
り
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
20
周
年
記
念
の
年
は
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
組
合
員
、

利
用
者
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
20
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
多
数

企
画
・
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
、
20
年
に
繋
が
る
年
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
、
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
か
ら

の
更
な
る
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
設
立
20
周
年
記
念
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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祝　辞

　

こ
の
度
、
長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
が
合

併
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
17
年

４
月
の
管
内
３
Ｊ
Ａ
合
併
発
足
以
来
、
長
崎

市
に
お
け
る
農
業
の
振
興
や
地
域
の
活
性
化

に
、
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

長
崎
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

貴
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
担
い
手
の
確
保
や
生
産
基

盤
整
備
の
推
進
な
ど
、
次
世
代
に
つ
な
が
る

農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
組
合
の
更
な
る
発
展
と
組
合

員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

長崎市長

鈴　木　史　朗

　

長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
が
発
足
20
周
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
白
崎
及
び

小
迎
地
区
に
お
け
る
樹
園
地
の
農
地
基
盤
整

備
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
新
規
就
農
者
の

育
成
・
確
保
に
向
け
た
研
修
施
設
の
開
設
や

ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
な
ど
、
本
市
の
農
業
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
偏
に
中
川
組
合
長
を
は
じ
め
と
す
る

役
職
員
並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の
熱
意
と
努

力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
市
も
貴
組
合
同
様
、
今
年
、
市
制
施
行

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
、
本
市
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
！
西
海
」
の
確
立
及

び
一
層
の
農
業
振
興
に
向
け
て
、
今
後
も
貴

組
合
と
さ
ら
な
る
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
組
合
の
今
後
一
層
の
発
展
と
組

合
員
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西海市長

杉　澤　泰　彦

　

長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
の
設
立
20
周
年

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

20
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
発
展

と
組
合
員
の
皆
様
の
生
活
力
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
き
た
貴
組
合
の
功
績
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

貴
組
合
管
内
で
生
産
さ
れ
る
み
か
ん
や
い

ち
ご
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
は
、
県
内
外

か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
皆
様
の
日
々

の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
貴
組
合
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
、
共
に
地
域
農
業
の
振
興
に
邁
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
貴
組
合
の
益
々
の
御
発
展
と
組

合
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

諫早市長

大久保　潔　重
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祝　辞

　

長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
の
発
足
20
周
年

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
特
産
品
と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て

お
り
ま
す「
ぶ
ど
う
」、「
み
か
ん
」、「
び
わ
」は
、

貴
組
合
及
び
組
合
員
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
支
え
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
次
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
町
と
し
ま
し

て
も
、
農
産
物
の
「
ブ
ラ
ン
ド
化
・
生
産
力

向
上
」
へ
の
支
援
を
行
い
、
今
後
も
貴
組
合

と
共
に
、
農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

結
び
に
、
貴
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時津町長

山　上　広　信

  

長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
発
足
20
周
年
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
大
村
湾
に
面
し

た
豊
か
な
資
源
を
背
景
に
、
県
下
に
誇
る
豊

富
な
農
産
物
の
生
産
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
ま
れ
、
各
地
域
の
産
地
の
継
承
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
組
合
の
経
営
理
念
で
あ
り
ま

す
、
食
と
農
を
大
切
に
、
豊
か
な
地
域
社
会

の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に
ご
期
待
申
し

上
げ
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
の
更

な
る
ご
発
展
と
組
合
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

長与町長

吉　田　愼　一

5 ひなた2025



JA長崎せいひ 20年間の主な出来事
2005
平成17年

４
月	

長
崎
西
彼
農
業
協
同
組
合
発
足

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
東
証
出
来
高
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る

●
国
際
原
油
相
場
高
騰

●
農
政
改
革
３
法
案
成
立

2006
平成18年

４
月	

道
の
駅
夕
陽
が
丘
そ
と
め
オ
ー
プ
ン

６
月	

第
１
次
中
期
経
営
計
画
・

	

地
域
農
業
戦
略
決
議

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
日
銀
が
量
的
緩
和
解
除

●
日
本
の
人
口
減
少
局
面
に

2007
平成19年

２
月	

さ
く
ら
会
館
大
崎
オ
ー
プ
ン

３
月	

さ
く
ら
会
館
西
彼
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
原
油
価
格
高
騰
、１
０
０
ド
ル
目
前
に

●
年
金
不
突
合
５
，０
０
０
万
件
発
覚

2008
平成20年

２
月	

県
域
物
流
ス
タ
ー
ト

３
月	

さ
く
ら
会
館
三
重
オ
ー
プ
ン

11
月	

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

11
月	

自
動
車
整
備
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
東
証
バ
ブ
ル
後
最
安
値

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
施
行

2009
平成21年

４
月	

じ
げ
も
ん
長
与
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
世
界
同
時
不
況

長崎西彼農業協同組合発足式（平成17年）自動車整備センターオープン（平成20年）じげもん長与オープン（平成21年）

TOPICS 合併から20年の組織の移り変わり

TOPICS 本店機能の移転・推移

　平成 17 年４月、JA 長崎せいひは旧 JA 大長崎・東長崎・ことのうみの
３JA の合併により発足した。それから 20 年の JA の歩みは上記のとおり
である。この間 JA 組織も大きく変化してきている。

　合併当時、本店機能は元船、小迎、久留里に分散していたが、平成 25 年
７月に元船に集約した。さらに、平成 30 年 11 月事業改革の一環として元
船から現在の興善町に移転した。これに先立ち 10 月には小迎に北部営農経
済センター、伊木力に南部営農経済センターを設置した。

●組合員数	 �合併当時の組合員数は正組合員数 13,573 名、准組合員数 27,694 名合計 41,267 名であった。令
和５年度末の正組合員数 7,908 名、准組合員数 21,358 名合計 29,266 名となり、正組合員が 5.665
名（41％）の減少、合計の組合員数は 12,001 名（29％）の減少となっている。

●役 員 数	 �役員数は合併年度は理事 63 名うち常勤理事７名、監事 18 名の体制であったが、令和６年度末
は理事 25 名うち常勤理事３名、監事６名となり理事は 38 名、監事 12 名の減少となっている。

●職 員 数	 �職員数は合併当初正職員数 548 名、常用的雇用者数 270 名で合計 818 名であったが、令和５年度末
は正職員数 358 名、常用的雇用者数は 214 名で合計 572 名となり、246 名（30%）の減少となっている。

●出 資 金	 �出資金は合併当時3,398,116千円が令和５年度末3,163,747千円で234,369千円の減少となっている。
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History J A  N A G A S A K I  S E I H I

2010
平成22年

2011
平成23年

2012
平成24年

2013
平成25年

４
月	

新
築
伊
木
力
支
店
オ
ー
プ
ン

６
月	�

第
２
次
中
期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
戦
略
決
議

９
月	

小
迎
み
か
ん
選
果
場
稼
動

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
円
高
、ゼ
ロ
金
利
復
活

●
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
、牛
豚
29
万
頭
を
処
分

４
月	

第
１
期
女
性
大
学
開
講

10
月	

こ
と
の
う
み
伊
木
力
選
果
場
稼
動

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
東
日
本
大
震
災
、原
発
事
故
で
甚
大
被
害

●
歴
史
的
円
高
、一
時
１
ド
ル
＝
75
円
代

●
野
田
首
相
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
表
明

４
月	

第
２
期
女
性
大
学
開
講

10
月	

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
長
崎
大
会

	

（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
景
気
後
退
局
面
に

●
消
費
増
税
法
が
成
立

４
月	

西
海
市
基
盤
整
備
事
業
検
討
開
始

５
月	

第
３
期
女
性
大
学
開
講

６
月	

第
３
次
中
期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
戦
略
決
議

７
月	

本
店
を
元
船
へ
集
約

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
日
本
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加

ことのうみ伊木力選果場稼動（平成23年）第10回全国和牛能力共進会長崎大会開催（平成24年）設立10周年記念式典挙行（平成26年）

TOPICS

TOPICS

支店・施設の再編・統合と新店舗建設

JA体制を取り巻く制度の変化

　合併当時は支店体制は支店 31、出張所８、営業所 13 であったが、経営安定、
財務の健全化をすすめることを目的に中期経営計画実践にあわせて支店・施
設の統廃合を行った。その結果、支店は 13 支店に集約統合され、その他農
業関連施設、事業所、直売所、Ａコープ、給油所等において集約、統合、廃
止を行った。
　一方で、合併から 20 年経過し、旧 JA 時代の施設の老朽化がすすむ中、伊木力、長与、琴海等の新店舗オー
プンをはじめ、伊木力選果場、長与集荷場などの農業施設や道の駅夕陽が丘そとめ、じげもん長与、ふれあい市
東長崎等の直売所、さらにさくら会館大崎、西彼、西彼別館、三重、茂木、中央斎場ひなみ等の斎場の建設も行い、
これからの組合員の利便性の向上や JA 事業の維持・拡大に努めることとしている。

　JA 体制の変化では、特に平成 27 年の農協法改正の成立と自己改革の取り
組みが大きい。平成 26 年政府の規制改革会議における「准組合員利用規制」
問題に端を発したJA 改革は、紆余曲折の末、平成 27 年農協法改正によりJA
の指導・監査機関である中央会制度が廃止されることで一応の決着を得た。
しかしながら規制改革は継続して議論され、その結果 JA は自己改革を実践し、
早期警戒制度が導入され、行政が指導・監督を行う仕組みが構築された。
　これを受けて、JA は行政指導のもと毎年度の総代会において「自己改革工程表」を事業計画の付属資料とし
て提案し、この決議を受けて自己改革の実践・進捗管理を行うこととなった。

2014
平成26年

５
月	

第
４
期
女
性
大
学
開
講

11
月	

設
立
10
周
年
記
念
式
典

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
延
期

●
７
年
ぶ
り
の
円
安
・
株
高

7 ひなた2025



JA長崎せいひ 20年間の主な出来事

2019
平成31年／令和元年

３
月	

介
護
セ
ン
タ
ー
い
な
ほ
解
散
式

５
月	

第
５
期
女
性
大
学
開
講

６
月	

長
崎
西
彼
農
協
柑
橘
部
会
設
立

８
月	

「
長
崎
夢
咲
き
塾
」
開
講
（
29
年
ま
で
実
施
）

10
月	

長
崎
西
彼
農
協
い
ち
ご
部
会
設
立

11
月	
さ
く
ら
会
館
茂
木
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
合
意

１
月	

「
株
式
会
社
ア
グ
リ
未
来
長
崎
」
設
立

６
月	

第
５
次
中
期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
戦
略
決
議     

７
月	

さ
く
ら
会
館
西
彼
別
館
「
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
」
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
平
成
か
ら
令
和
へ

●
消
費
税
10
％
導
入

●
米
中
貿
易
摩
擦
激
化

2015
平成27年

2016
平成28年

６
月	

第
６
期
女
性
大
学
開
講

６
月	

第
４
次
中
期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
戦
略
決
議

９
月	

長
与
集
出
荷
場
設
置

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
日
銀
、マ
イ
ナ
ス
金
利
を
初
導
入

2017
平成29年

３
月	

移
動
金
融
車
導
入

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
九
州
北
部
豪
雨
で
死
者
・
不
明
者
41
人

2018
平成30年

８
月	

ふ
れ
あ
い
市
東
長
崎
店
オ
ー
プ
ン

11
月	

本
店
を
元
船
町
か
ら
興
善
町
に
移
転

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
米
国
抜
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
発
効

●
米
中
貿
易
摩
擦
が
激
化

●
日
銀
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策

TOPICS

TOPICS

担い手育成への取り組み

働きやすい組織づくりへの取り組み

　平成 30 年度、担い手農業者育成を目的に JA 出資型法人「㈱アグリ未来
長崎」を設立した。令和２年度には、「担い手支援センター」を立ち上げ行
政の協力も得ながら、ハウスリース事業や「㈱アグリ未来長崎」と連携し
て担い手の育成支援に取り組んできた。
　令和６年からは、「果樹トレーニングファーム」に取り組み、果樹農業の
新規就農者の確保・定着をめざしている。
　これまで受け入れた研修生は延べ 25 名、リースハウスは受益戸数 41 戸、59,235㎡になる。
　また、これらの取り組みに先立ち、平成 29 年度には地域農業の将来を見据え、西海市を皮切りに基盤整
備事業の取り組みを始めた。令和２年度には西海市小迎地区・白崎地区が完成した。また、長与地区、東長
崎地区においても実施の検討を進めている。

　働きやすい組織づくりを進めている当 JA は令和５年５月、女性の活躍を促進す
る企業を厚生労働大臣が認定する制度「えるぼし認定」の最高ランクを取得した。
長崎県下 JA グループでは初であり、全国の JA でも４番目（全企業では 3,000 社超）の取得であった。
　職場風土にとって最重要課題であるコンプライアンスは、その対応を間違えると事業撤退も余儀なくされ
かねないほど社会的関心が高まっている。当 JA は過去に不祥事が発生し、組合員の皆様の信頼を損ねた経
験がある。そのため反省と記憶を風化させないために 12 月 19 日を「コンプライアンスの日」とし、この日
は毎年、役職員全員に対する研修を行う等、全員でコンプライアンスの重要性を確認している。

さくら会館茂木オープン（平成27年）移動金融車導入（平成29年）
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History J A  N A G A S A K I  S E I H I

2020
令和２年

2021
令和３年

2023
令和５年

2024
令和６年

2022
令和４年

４
月	

担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
新
型
コ
ロ
ナ
猛
威

●
九
州
で
豪
雨
・
死
者
多
数

３
月	
基
盤
整
備
事
業
西
海
市
小
迎
地
区
・
白
崎
地
区
完
了

３
月	
㈲
大
西
海
フ
ァ
ー
ム
新
繁
殖
牛
舎
完
成

９
月	

伊
木
力
選
果
場
統
一
選
果
販
売
ス
タ
ー
ト

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
コ
ロ
ナ
長
期
化
、進
む
ワ
ク
チ
ン
接
種

４
月	

正
組
合
員
宅
全
戸
訪
問

	

「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
活
動
本
格
始
動

６
月	

え
る
ぼ
し
認
定
授
与
式

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
石
川
・
能
登
で
大
地
震

●
イ
ス
ラ
エ
ル
、ガ
ザ
侵
攻

10
月	

琴
海
支
店　

新
金
融
店
舗
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
日
銀
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除

●
米
高
騰

１
月	

移
動
販
売
車
始
動

２
月	

「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
＋
」
オ
ー
プ
ン	

６
月	

第
6
次
中
期
経
営
計
画
・
地
域
農
業
戦
略
決
議

７
月	

さ
く
ら
会
館
中
央
斎
場
ひ
な
み
オ
ー
プ
ン

10
月	

長
与
支
店　

新
金
融
店
舗
オ
ー
プ
ン

〈
社
会
・
経
済
・
政
治
の
主
な
出
来
事
〉

●
ロ
シ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

●
円
安
１
ド
ル
１
５
０
円
を
突
破
、物
価
高

TOPICS

TOPICS TOPICS

組合員との絆を深める取り組み

コロナ禍での会議 新たな販売戦略への取り組み

　組合員の高齢化や世代交代に加え、支店統廃合の実施、コロナ禍による環境変化等で組合員と関係が従来
より薄れ、組合員との繋がりの強化が重要な課題となっている。こうした課題に対応するため、全正組合員
宅を定期的に訪問する「ふれあい訪問活動」を令和 4 年度に試行的に実施、令和 5 年度より全支店で本格的
に開始した。２年間の取り組みで面談率も向上し、組合員の皆様から多くの声をいただいており、これらの
意見を JA 経営に反映させる等今後さらなる充実に取り組んでいくこととしている。

　新型コロナウイルスが私達の生活に多くの影響を
与え始めたのは、2020 年の２月から３月にかけての
時期だった。マスク着用が定着化し、理事会を始め
各種会議においてもオンライン会議が開催されるよ
うになった。その年の地区別説明会は中止、総代会
出席者を制限して実施するなどの措置をとった。
　令和５年５月、新型コロナウイルスは５類感染症へ
移行され、この頃から次第に元の日常生活が取り戻
されつつあるものの、インフルエンザの流行等もあい
まって、現在も完全に脱却した状況にはなっていない。
　こうした状況はオンライン会議を常態化させるなど、
社会的なデジタル化の進展に副次的効果を与えている。

　農家の所得増大と農業関連事業の赤字解消の
ためには、新たな販売戦略への取り組みが大きな
課題であった。そのため令和元年度からこれまで
行っていた米買取から他の農産物へ買取販売を拡
大し、計画以上の成果を上げることに成功した。
　また令和５年には、管内農畜産物のさらなる消
費拡大に向けて公式オンライ
ンショップを開設した。この
取り組みによりこれまで関わ
りのなかった新たなファンを
拡大することができ、利用
者も順調に増えてきている。

基盤整備事業西海市小迎地区・白崎地区完了
（令和３年）さくら会館中央斎場ひなみオープン（令和４年）えるぼし認定授与式（令和５年）
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事業別実績推移

総資産推移

単体自己資本比率推移

正組合員数・准組合員数推移

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

（単位：人）

（単位：人）

10％

12％

14％

16％

11％

13％

15％

正職員数推移

貯金額推移

貸出金額推移

長期共済保有高推移

購買品供給高・販売品販売高推移

事業利益推移

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

購買品供給高
販売品販売高

准組合員

組合員数合計

正組合員

1,200億円

1,300億円

1,400億円

1,500億円

1,600億円

1,700億円

1,800億円

400億円

500億円

600億円

700億円

0円

2,000億円

4,000億円

6,000億円

8,000億円

1兆円

1兆2,000億円

30億円

60億円

90億円

120億円

150億円

-3億円
-2億円
-1億円
0円
1億円
2億円
3億円
4億円
5億円

1,500億円

2,000億円

1,900億円

1,800億円

1,700億円

1,600億円

300

400

500

600

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

設立時 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

41,267 40,812 40,605 40,309 40,288 40,346 40,479 40,733 40,873 41,307 42,215

33,537 33,381
31,959 31,893

30,721 30,498 29,487 29,282 29,266

21,358人

7,908人

1,486億円

533億円

5,171億円5,171億円

115億円115億円

1,656億円1,656億円

15.18%15.18%

52億円52億円

9，557万円9，557万円
358人358人
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事業別実績推移

総資産推移

単体自己資本比率推移

正組合員数・准組合員数推移

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

（単位：人）

（単位：人）

10％

12％

14％

16％

11％

13％

15％

正職員数推移

貯金額推移

貸出金額推移

長期共済保有高推移

購買品供給高・販売品販売高推移

事業利益推移

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年度）

購買品供給高
販売品販売高

准組合員

組合員数合計

正組合員

1,200億円

1,300億円

1,400億円

1,500億円

1,600億円

1,700億円

1,800億円

400億円

500億円

600億円

700億円

0円

2,000億円

4,000億円

6,000億円

8,000億円

1兆円

1兆2,000億円

30億円

60億円

90億円

120億円

150億円

-3億円
-2億円
-1億円
0円
1億円
2億円
3億円
4億円
5億円

1,500億円

2,000億円

1,900億円

1,800億円

1,700億円

1,600億円

300

400

500

600

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

設立時 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

41,267 40,812 40,605 40,309 40,288 40,346 40,479 40,733 40,873 41,307 42,215

33,537 33,381
31,959 31,893

30,721 30,498 29,487 29,282 29,266

21,358人

7,908人

1,486億円

533億円

5,171億円5,171億円

115億円115億円

1,656億円1,656億円

15.18%15.18%

52億円52億円

9，557万円9，557万円
358人358人

11 ひなた2025



長崎駅

時津

西海

大島大橋

西海橋

長与

茂木

野母崎

三和

多良見

外海

三重

大瀬戸

西海

琴海

西彼

東長崎

新大村

東彼杵

長崎市

西海市

佐世保市

大村市

諫早市

川棚町

東彼杵町

長与町
時津町

大村湾

橘湾

管内マップ

西彼支店

琴海支店

三重支店

大瀬戸支店

西海支店

小迎パッケージ
センター

グリーン
センター

夕陽が丘
そとめ

12ひなた2025



長崎駅

時津

西海

大島大橋

西海橋

長与

茂木

野母崎

三和

多良見

外海

三重

大瀬戸

西海

琴海

西彼

東長崎

新大村

東彼杵

長崎市

西海市

佐世保市

大村市

諫早市

川棚町

東彼杵町

長与町
時津町

大村湾

橘湾

管内マップ

長与支店

多良見支店

西浦上支店

時津支店

じげもん
長与

ふれあい市
時津店

ふれあい市
住吉店

ふれあい市
新大工店

伊木力みかん
選果場

13 ひなた2025



長崎駅

時津

西海

大島大橋

西海橋

長与

茂木

野母崎

三和

多良見

外海

三重

大瀬戸

西海

琴海

西彼

東長崎

新大村

東彼杵

長崎市

西海市

佐世保市

大村市

諫早市

川棚町

東彼杵町

長与町
時津町

大村湾

橘湾

管内マップ

東長崎支店

茂木支店

三和支店

本店・長崎中央支店
ありがとうの気持ちを込めて

抽選で3
サンキュー

9名様に
プレゼント！

ふれあい市
東長崎店

太陽の郷

14ひなた2025



JA長崎せいひのシンボルマーク
　農民の祈りから始まった雨をもたらす「龍」。豊かな農業を育む

「太陽」。つまり農業に不可欠な２つの形をシンボライズしたのが
このマークです。
　特に龍は「ＮＡＧＡＳＡＫＩ」のＮを龍頭にし、「ＳＥＩＨＩ」
のＳは龍体へと変形させ、うごきのあるのびのびとしたデザイン
にしております。

ありがとうの気持ちを込めて

抽選で3
サンキュー

9名様に
プレゼント！
左の応募ハガキまたは
公式SNSから
ご応募ください。

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

今回の 20 周年のロゴは
シンボルマークを使って

作成しました。

シンボルマーク・記念品

抜群の収納力！

20周年のロゴが入った20周年のロゴが入った
バッグができました！バッグができました！

【LINE】

【Instagram】

JA長崎せいひの
公式SNS

イベント情報も
コチラから
チェック！

JA長崎せいひ 20周年プレゼントキャンペーン

ありがとうの
気持ちを込めて

抽選で3
サンキュー

9名様に
オリジナルバッグを

プレゼント！

応募締切　2025年５月31日土（当日消印有効）

JAへのおたより

このハガキに切手を貼ってポストに投函していただくか、お近くの
JA長崎せいひ支店窓口へお渡しください。

※�おたよりは本誌に掲載される場合がありますので、予めご了承ください。

キリトリ 

キ
リ
ト
リ 



令和７年３月18日発行
発 行 /	 長崎西彼農業協同組合  事業戦略室
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	 ホームページ　https://ja-nagasakiseihi.or.jp
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長崎市興善町６番７号
JA長崎せいひ 「ひなた」４月号
20周年記念グッズ
プレゼントキャンペーン 係

　JA 長崎せいひの「JA だより」は平成 17 年
の７月号から「Dash!」というタイトルでスタ
ートしました。
　平成 22 年 6 月号からは「ひなた」へとタイ
トルを変え、多くの方に応援いただき、支え
ていただきました。
　心より感謝を申し上げますとともに、これ
からも精進して参りますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

※匿名希望の方はペンネームをお書きください。
※住所・氏名・電話番号は正しくお書きください。
※記入漏れがある場合は無効となりますのでご注意ください。
※�記入いただいた個人情報は 20 周年プレゼントキャンペーンに関する業務にの

み使用します。

4ひなた
設立20周年記念特別号

広　報

キリトリ 

キ
リ
ト
リ 

85円切手を
貼ってください

郵 便 は が き

8 5 0 0 0 3 2

住　所

フリガナ

氏　名

ペンネーム

電話番号

〈あなたの住所・氏名〉

〒　　　　　-　　　　

様

平成17（2005）年平成17（2005）年
７月号 vol.1 発行７月号 vol.1 発行
JAだより『Dash!』 創刊JAだより『Dash!』 創刊

おかげさまで20周年
平成22（2010）年平成22（2010）年

６月号 vol.60 発行６月号 vol.60 発行
タイトルが『ひなた』へタイトルが『ひなた』へ

『JAだより』の２０年


